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Peppol e-invoiceの利活用による変化（イメージ）
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デジタルインボイス

紙同様、必要な情報の
システムへ手入力が必要

システムが異なるため、
自動処理が出来ず、
手入力が必要

標準化・構造化されデータ、
自動処理が可能

電子インボイス

電子インボイス

請求書（紙）

「請求をする」（売り手） 「請求を受ける」（買い手）

データで送付可能。
業務効率が進む！

紙の請求書を作成し
なければ。。。。

デジタルインボイス（Peppol e-invoice）とは、請求情報（請求に係る情報）を、売り手のシステムから、買い手のシステムに対し、人を
介することなく、直接データ連携し、「自動処理」される仕組み。その際、売り手・買い手のシステムの差異は問わない。



Peppol e-invoiceを活用した「自動処理」

Peppol e-invoiceを活用した「自動処理」の恩恵は、「買い手」の効率化にとどまらない。例えば、「売り手」は、自らが提供した請求に係
る情報を入金情報と結びついたデータで受領することで、入金消込の自動化も実現可能。
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